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研究成果の概要： 冷戦初期（1950 年代を中心に、1970 年代初めまで視野に入れて）に、米

国の政府諸機関―国務省、陸軍省、広報文化交流庁（USIA）、中央情報局（CIA）など―お

よびそれらに協力した民間部門―一般企業、ハリウッド映画業界、財団、民間人など―が行

った対外広報宣伝政策について国際共同研究を行った。米国側の政策のみならず、韓国、台

湾、フィリピン、ラオスにおける受容の問題も取り上げ、共著書『文化冷戦の時代―アメリ

カとアジア』（国際書院、2009 年）にまとめた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 5,300,000 1,590,000 6,890,000 

2007 年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

2008 年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000 

年度  

  年度  

総 計 14,400,000 4,320,000 18,720,000 

 
 
研究分野： アメリカ研究 
科研費の分科・細目： 地域研究・地域研究 
キーワード： 冷戦、米国、アジア、文化外交、情報政策、産業、メディア 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
冷戦初期（1948～1960 年ごろ）に米ソ両国

が、政治・経済のみならず文化やライフスタ
イルのヘゲモニーを確立しようと競った「文
化冷戦」について、国外では何冊かの先行研
究が刊行されていたものの、国内ではまだこ
の分野の研究は著についたばかりだった。研
究代表者および分担者の一部は、それまで米
国の対日占領政策にかかわる研究を行って

きたが、占領後期～ポスト占領期にわたる
「文化冷戦」を背景とした米国の国家イメー
ジ戦略について、アジア太平洋地域の現地事
情も含めて学際的で多角的な研究の必要性
を感じていた。そこで、アメリカ研究・アジ
ア研究・開発学・社会学・政治学・歴史学か
ら成る学際的なグループを組織し、海外の研
究協力者も含めて、共同研究に着手すること
になった。 
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２．研究の目的 
「文化冷戦」の枠組みの中で、米国がアジア
太平洋地域への産業的進出と並行する形で、
ドキュメンタリー映画やＴＶをはじめとす
るメディアを用いて国家イメージ戦略をど
のように展開したのかを明らかにすること
が目的であった。対象地域としては、米国本
国のほかに、フィリピン・チリ・朝鮮半島・
台湾・日本を想定していた。米国が「文化冷
戦」を明確に意識して映画・映像を海外輸出
し始めた 1948 年から、途上国の経済ナショ
ナリズムが米国の経済的ヘゲモニーを揺さ
ぶり始める 1960 年までをカヴァーして、米
国の対外広報宣伝戦略と、対象国における現
地受容との相互関係を解明しようとした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）研究分担者・協力者たちがそれぞれ、
米国、日本、韓国、台湾、ラオス、フィリピ
ンというフィールドについて公文書や聞き
取り調査に基づく実証研究を行った。また、
政府諸機関のほかに軍、NPO、財団、企業、
ハリウッド映画業界、民間人など、様々なア
クターを視野に入れた多彩な共同研究を行
った。 
 
（２）アジア研究者とアメリカ研究者が対話
を重ねて「文化冷戦」のバランスの取れた全
体像に迫る努力を行った。また社会学、開発
学、歴史学などの異分野間で知見を共有する
ことにより、「文化冷戦」に対する多角的な
視野を養った。 
 
（３）当科研研究に関連のある、国内外の研
究グループや研究者と緩やかなネットワー
クを構築し、国際シンポジウムを共同開催す
るなどの研究交流活動を行った。これにより、
個々の研究をより広い研究分野の中に位置
づけることができた。 
 
４．研究成果 
 
（１）本研究課題の主たる研究成果は、貴志
俊彦・土屋由香編『文化冷戦の時代―アメリ
カとアジア』（国際書院、2009 年）として公
表した。全９章のうち、３つの章は米国の政
府機関や民間機関による対外広報宣伝活動
に重点をき、残りの６章は米国の政策が台湾、
韓国、フィリピン、ラオスにおいてどのよう
に展開し受容されたかという問題に焦点を
当てている。最終的な共同研究の成果はアジ
ア研究とアメリカ研究の対話となっており、
アジアにおける「文化冷戦」を双方向的なプ
ロセスとして捉えている。具体的な研究内容
の例は、以下のようなものである。 
 

（２）土屋の分担研究では、米国立公文書館
の USIA 資料の調査に基づき、国家のプロパ
ガンダと民間の広告事業が「文化冷戦」の下
で一体化しつつも、企業はアジアの現地事情
や自らの経済的利益を考えて、必ずしも USIA
に全面協力はできなかった事情が考察され
た。アジア諸国の世論が、米国の対外広報政
策を左右する影響力を発揮していたことが
明らかになった。 
 
（３）谷川の分担研究では、米国政府組織が
映画産業界との間で相互依存関係にあった
ことが、いくつかの事例に基づいて検証され
た。例えば戦時から戦後体制への移行期にお
ける OSSのハリウッド映画業界へのアプロー
チ、アイゼンハワー政権期の「ピープル・ト
ゥー・ピープル・プログラム」、ケネディ政
権期の USIA 長官エドワード・マローによる
ハリウッド映画監督の USIA への抜擢などで
ある。米国立公文書館の USIA 資料、ジョン・
F・ケネディ大統領図書館の資料のほか、元
USIA 映画課責任者のジョージ・スティーブン
ス Jr.への聞き取り調査も駆使された。 
 
（４）三澤の分担研究では、米国立公文書館
の USIA 資料と台湾側の資料とを併用するこ
とにより、1950 年代前半の台湾・香港の映画
製作に対する米国（USIS 台湾および USIS 香
港）の介入と現地事情とに焦点が当てられた。
USIS は、米国が宣伝している「自由中国」と
しての台湾と、実態としての独裁政権下の台
湾という矛盾の中での活動をよぎなくされ
ていたことが明らかにされた。 
 
（５）栗田の分担研究では、米国立公文書館
の USIA 資料とフィリピン農村再建運動
（PRRM）等のフィリピン側資料とを併用する
ことにより、1950 年代後半から 1960 年代初
期、中央情報局（CIA）を通した米国の介入
に支えられながら展開した、フィリピンのコ
ミュニティ開発に焦点が当てられた。米国の
介入に影響されながらも、東西どちらのイデ
オロギーにも親和性をもちつつ完全には与
しない、両義性をもつ農村開発の可能性が存
在したことが明らかにされた。 
 
（６）共著書の執筆者のうち約半数が海外研
究協力者（米国・台湾・韓国の大学をベース
とする研究者）である。このことからもわか
るように、海外研究者との共同研究の成果を
十分に生かすとともに、そのような国際共同
研究を通して、日本人研究者による研究成果
の国際的発信を行った。 
 
（７）本科研研究を進めている間にも、国内
外で「文化冷戦」に関する新しい研究が次々
と表れ、この分野はまさに日進月歩の様相を



 

 

見せている。したがって分担者・協力者はみ
な、今回の研究成果があくまでも「発展途上」
であることを自覚しており、数年の充電期間
を経てふたたび結集することを期している。
また、研究代表者および一部の分担者は、今
回の研究成果を生かす形で、2009 年度から
新たな科研研究グループを組織して、占領期
～ポスト占領期の米国の対外ドキュメンタ
リー映画製作の研究を行っている。今回の科
研研究は、このように次の研究へのステップ
としても非常に有益なものであった。 
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